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研究成果の概要（和文）：さまざまな局面にあるがん患者が望む療養生活支援のために、病院施

設内の看護職とともにアクションリサーチ法を用いて、現状分析及び新しいネットワークシス

テムの検討を行った。患者が望む療養生活を支援するためには、看護者間の連携においては、

協働カンファレンスの開催、看護記録システムの標準化、外来および外来化学療法における専

門的ケア、看護実践能力向上を目指した学習会の充実が課題であることが明らかになり、その

具体的な取り組みの必要性が示された。 

 

研究成果の概要（英文）：In order to support cancer patients are to various stage of cancer 

survivors they want, using the method in action research with the nurses in a hospital, we 

examined the current and new network and system for cancer patients. In order to support 

the life and medical treatment of cancer patients in various stages, nurses need 

multidisciplinary conferences to collaborate with other wards nurses. Then, they need new 

standardization of the nursing recording system, and the opportunity of learning the 

professional knowledge. Moreover, nurses must consider of supports for outpatients with 

chemotherapy to improve quality of care. These results have shown the essential clinical 

practices to care for cancer patients. 
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研究分野：看護学 

科研費の分科・細目：臨床看護・がん看護 

キーワード：がん看護・看護協働・連携・在宅移行 

 
１．研究開始当初の背景 

現在、がん治療方法の新しい指針や現在の

保健医療政策を背景に、入院治療から外来化

学療法をはじめとする外来治療へのシフト

が進み、外来通院中で患者自身が今後の治療

や療養方針を決定することも多い。 

外来化学療法の時期は、比較的身体状態は

安定している。しかし、病状の進行、悪化に

伴う通院の限界や入院治療の必要性などに

より療養の場が変化することになり、対象者

にとって今後の治療方針の選択や症状の自

己管理に向けた生活支援が重要になる。 

また、入院した対象者に対しては、治療の

安全な遂行とともにセルフケア支援を行う

と同時に、今後の療養の場の検討に向け、が

んの症状コントロールや医療管理支援に関

して病棟看護師、緩和ケアチーム、退院支援

部署の間でさまざまな調整が必要となる。 

２．研究の目的 

本研究では、がん患者の在宅療養に向けた

看護者間の協働によるネットワークシステム

の構築を目指すものである。 

これは、がんの診断から治療期、さらには

終末期を通じてかかわりを持つ外来治療部門、

緩和ケアチーム、病棟、退院支援部門の部署

において、さまざまな局面に対峙する対象者

の意思決定を支えながら対象者の望む生活を

支援するための看護提供システムである。患

者が自分自身の療養について見通しを持ち主

体的な生活や行動をサポートするための“切

れ目のないケア”を提供”することを目的と

しており、がん患者支援の新しい方略となる

と考える。 

 

３．研究の方法 

（１）現状分析 

 ①患者ニーズ調査：入院および外来通院中

のがん患者 29名に対し面接調査を実施した。 

 ②看護師の連携に対するヒアリング調

査：看護師 14名に対してネットワーク構築

に重要な“連携”に関する面接調査を実施し

た。 

 

（２）アクションリサーチ法による、看護職

者（13名）と研究者の協働研究を実施した。 

①運営方法としては、月 1回の定例ミーティ 

ングを行い以下の内容について検討した。

なお、定例ミーティング以外にも、各メン

バーと研究者によるワーキンググループ

の活を実施した。 

②定例ミーティングでは、以下の点について

検討した。 

a．現状での課題を見出す 

 b．課題への実践的活動方法の検討 

c．今後への提案 

（活動の流れ図は以下を参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「外来看護」に関する調査 

 

患者活動体制 

情報共有 

協働 相談 調整 

効果評価（患者・病院・スタッフ） 

他部門との連携 地域との連携 

看護教育活動 

患者調査 

 

計画立案・実践・評価 

 

看護師ヒアリング調査 

 

定期ミーティング 

（開催頻度は検討中） 

院内全体での看護者間ネットワーク

活動の施行・評価 

院内での調整・準備 

 



①外来化学療法を受ける患者の実態調査～

初回治療時の情報ニーズに関する調査 

②がん診療拠点病院における外来看護師の

他職種との連携に関する調査 

 
４．研究成果 
（１）がん患者および看護職者の現状分析 

①患者ニーズ調査：がん患者を入院患者と外

来患者に分け、また病気の時期を 3 つに分け

てニーズを調査した結果、以下のニーズが明

らかとなった。 

 診断期 維持再発期 終末期 

入

院 

・精神的に

混乱した 

治療への期

待と不安 

家族不安 

・再発への

不安 

・経済問題 

・医師への

信頼 

・経済問題 

外

来 

治療への期

待と不安 

医師への信

頼 など 

・再発への

不安 

・日常生活

と治療との

バランス 

・経済問題 

・経済問題 

・死への不

安 

・家族の不

安 

② 看護師の“連携”に関する認識について 

看護師は、「他部門の看護師との連携の必

要性を認識している」ものの、「医師との調

整の困難さ」、「連携のための体制や院内での

連携ｼｽﾃﾑが十分ではない」ことなどを感じて

いた。今後は、この課題に対する、具体的な

解決策を検討する必要があると言える。 

 

（２）アクションリサーチ法による、臨床で

の課題とネットワークシステムの構築への

取り組み 

①定例ミーティングにおいて、院内における

問題点・課題の明確化をおこなった。 

参加者である看護者自らの日々の活動を

振り返り、現在の課題と問題点を焦点化し、

具体的な活動の方向性を決定する。 

＜以下は、参加者のディスカッションで検

討された問題点・課題＞ 

・病棟と外来の連携がうまくできていない。 

・地域医療連携福祉センターへの依頼が後手

に回る。 

・病棟看護師の地域資源等に関する知識の不

足がある。 

・退院支援の開始が遅くなる。治療方針が決

まる前に患者の意向が確認できるとよい。 

・退院支援への意識は高まっているが、地域

医療連携福祉センターへ依頼すること終了

し、自らが支援する意識が薄い。 

・BSC へ移行する患者に関しての地域医療連

携服センターと外来との連携が必要。 

・リーダーがケア調整の中心となっており、

リーダーが変わることで、患者とのかかわり

が継続できない場合もある。 

 

定例ミーティングにおいて、今後取り組む

べきワーキンググループを上記の 4点に絞り

こみ、各活動を実践的に行った。 

 

② ワーキンググループによる活動結果およ

び今後への提言 

 活動結果および今後への提言 

記録ｼｽ

ﾃﾑ 

緩和ケア、地域連携、外来化学療

法室などの利用・介入がある患者を

把握する方法という視点からも、新

しい情報管理のあり方として今後の

検討が必要。 

実践力向
上に向け
ての学習 

他部門協
働カンフ
ァレンス
の開催 

外来看護
機能の強

化 

標準化さ
れた記録ｼ

ｽﾃﾑ 

がん患者 

支援 



他部門

参加合

同カン

ファレ

ンス 

他部門が参加するカンファレンス

は、多面的にケアを検討することが

でき有用である。 

外来看

護 

患者のセルフケア支援のため、医

師との連携方法や、看護師が服薬指

導・セルフケア支援のためのケアプ

ログラムを検討する必要がある。 

学習 学習会のみならず、実際に退院支

援の実践を通じて、看護師自身が自

信を持って、患者の望む療養生活支

援ができるよう、看護師の退院支援、

療養の場の移行に関する能力の向上

にもつながると考える。 

③ 今後への課題と提言 

今回の成果から、ネットワークに必要な要

素を再検討し、「新たな協働」において、患

者のニーズ分析に基づいた新たな＜課題＞

を見出し、システムの試行及び評価につなげ

る必要性が示唆された。 
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